
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

■ 連合方針決定                                 
労働組合の中央組織「連合」は、２０２２春闘で、定期昇給とベースアップ

合わせて 4％程度の賃金引き上げを要求する方針を正式に決定しました。 
 

１２月２日、千葉県浦安市で中央委員会を開

き、芳野会長は「日本の賃金はほとんど伸び

ておらず、先進国の中でも低い位置に置か

れている。労働者に適正な分配が行われて

きたとは言いがたい。人への投資を積極的

に求める必要があり、全ての労働組合が賃

上げに取り組むべき」と述べました。 
 

連合は今年の春闘で 4％程度の賃上げを

求める方針を掲げましたが、加盟する労働組合の賃上げ率の平均は

1.78％で 2年連続目標を下回りました。 
 

■ 好循環のためには賃上げが必要です！                 
 

 年末手当交渉では生活実感や労働実感を訴えてきました。

経営陣は「意見は受け止める」「好循環をつくり出したい」

と述べ、低額回答を示しました。各職場からの意見を受け

て再申し入れのたたかいをつくり出しましたが、新たな回

答を引き出せず、妥結する判断に至りました。日本経済の

好循環を生み出すこと、更なる賃金向上のためには賃上げが必要です！生

活実感・労働実感、昨年の春闘などを職場で話し合い、２０２２春闘に向け

て議論を深めましょう！ 
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